
文藝春秋１００周年期間中 ！

2022年4月号
（3/10発売）

他誌比較

男女構成比

※各誌の数字は、JMPA印刷証明発行部数（21年1〜3月）
　及びABC公査（21年1月〜6月）

ナンバーワンの発行部数で、
全国へ情報を届けます。

特典
リプリント
3000部を提供
（希望社のみ）

お問い合わせ 株式会社 文藝春秋 メディア事業局メディア事業一部（担当：中川　市川）
TEL 03-3288-6176　nakagawa@bunshun.co.jp　https://www.bunshun.co.jp/ads
TEL 03-3288-6487　k-ichikawa@bunshun.co.jp

持続可能な開発目標に
貢献する企業経営とは？

特別広告連合企画

注目のSDGsSDGs特集特集

●小売、物流、金融、メーカーなどあらゆる企業
●自治体●ESG投資●SDGs債●グリーンボンド
●ソーシャルボンド●社会貢献型定期預金●社
会貢献型金融商品●CSR●ブランディングなど

─企業 ─教育機関 ─行政 ─　11月に閉幕したCOP26で議長国となる英国のジョンソン
首相が「地球にとって大惨事になる」と訴えるほど、地球温
暖化の逼迫した状況は目下に迫ってきています。なかでも日
本は温暖化対策に消極的だった国に贈られる「化石賞」を
受賞。不名誉な現状に「弊社は貢献している！」と声を上げ
る場が必要ではないでしょうか。
 「文藝春秋」は、多くの個人投資家や企業経営者に愛読し
ていただいております。長年実施している資産運用企画や
遺贈寄付企画でも多くの反響をいただいており、社会貢献
への意識が非常に高い読者ばかりです。
 「文藝春秋」は創刊100周年として特別な年を迎えておりま
す。ぜひともこの機会に貴社の広報活動の一環として、ご活
用賜りますようお願い申し上げます。

ご挨拶

多くの企業が力を入れている SDGsのゴール

対象業種

想定商品

発行部数　374,000部

222,400部

150,750部

65,308部

85,885部

文藝春秋
プレジデント
日経ビジネス

週刊ダイヤモンド
週刊東洋経済

男性

60%

女性

40%



話題性
影響力
No.1

文春オンラインへのタイアップ転載が

（2週間期間保証/アーカイブ半年間）

など、リンク先は自由に設定いただけます。

月間PV：6億3094万

「文春オンライン」タイアップ転載料金   本企画限定サービス

月間UU：約3832万

50万円 1万PV保証
文春オンライン内資料請求ページ
広告主様問い合わせフォーム
広告主様メルマガ登録フォーム

広告主様ウェブサイト

※2021年8月現在

広告料金

❶ 4C2Pタイアップ 350万円 ※制作費込
（通常実施価格:388万円） 

❷ 4C1Pタイアップ
　 ＋4C1P純広告

340万円 ※制作費込
（通常実施価格:368万円） 

❸ 4C2P 純広告 328万円

❹ 4C1Pタイアップ 180万円 ※制作費込
（通常実施価格:194万円） 

❺ 4C1P純広告 164万円

（連合企画特別料金・グロス）

スケジュール

●	タイアップ・お申込み締切り日	 2022年1月14日（金）
	 〜1月21日（金）… オリエン（取材・撮影）
　	　2月 4日（金）… PDF提出
　	　2月10日（木）… PDFお戻し→入稿
　	　2月16日（水）… 色校提出
　	　2月18日（金）… 色校お戻し→校了
●	純広告・お申込み締切り日	 2022年1月28日（金）

※純広告の原稿は、2月14日（月）までにJMPA準拠データにて入稿をお願いします。

※頁構成は変更となる
　可能性があります
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誌面展開案

●誌面イメージ　過去出稿事例はお問い合わせ下さい。

3社以上決定で実施となります

基調講演には五木寛之氏、藤原正彦氏、阿川佐和
子氏など名だたる著名人に登壇していただいてお
ります。毎回1,000名近くの読者をご招待し、ご好評
をいただいております。開催時期、費用に関しては
個別にお問い合わせください。

オンラインセミナー

タイアップページ 編集ページ
「
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
投
資
が
、

私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を

解
決
し
、
未
来
を
よ
り
良
く
す
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
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え
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く
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と
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感
〞
し
て
い
た
だ
け

る
―
―
。
こ
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ク
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そ
の
一
例
が
下
の【
図
１
】
だ
。

こ
う
し
た
数
字
を
見
れ
ば
、
疾
病

予
防
や
環
境
保
全
な
ど
の
課
題
解

決
へ
前
進
し
て
い
る
と
実
感
で
き

る
。

　
運
用
を
担
う
の
は
、「
長
期
で
成

長
す
る
企
業
に
投
資
す
る
」
と
い

う
運
用
哲
学
の
も
と
、
１
０
０
年

超
の
歴
史
と
実
績
を
有
す
る
英
国

の
独
立
系
運
用
会
社
ベ
イ
リ
ー
・

ギ
フ
ォ
ー
ド
社（
＊
）
で
あ
る
。

「
非
上
場
の
た
め
外
部
株
主
か
ら

の
短
期
的
な
要
求
が
な
く
運
用
方

針
が
ぶ
れ
な
い
。
年
金
基
金
な
ど

国
内
外
の
プ
ロ
の
機
関
投
資
家
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
運
用
会
社
で

す
」
と
駿
河
氏
。
同
社
は
世
界
中

の
主
要
企
業
の
経
営
陣
と
長
年
に

亘
り
培
っ
た
太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、

三菱UFJ国際投信
ベイリー・ギフォード 

インパクト投資ファンド
（愛称：ポジティブ・チェンジ）

社
会
に
も
た
ら
す
影
響
を

数
字
で
実
感
で
き
る

長
期
投
資
の
姿
勢
が
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会
的
課
題
の
解
決
と
合
致

投
資
を
通
じ
て
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よ
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良
い
社
会
を
つ
く
る
― 

。
社
会
的
課
題
解
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と
経
済
的
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タ
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ン
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の
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、
三
菱
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イ
ン
パ
ク
ト
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資
フ
ァ
ン
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：
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テ
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ブ
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ン
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あ
る
。

SDGs特集

チ
ェ
ン
ジ
』
の
特
徴
で
す
」。
三
菱

U
F
J
国
際
投
信
の
常
務
執
行
役

員
、
駿
河
秀
樹
氏
は
熱
く
語
る
。

　
E
S
G
投
資
の
手
法
の
一
つ
で
、

社
会
的
課
題
解
決
と
経
済
的
リ

タ
ー
ン
獲
得
の
両
立
を
目
指
す
投

資
手
法
を「
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
」
と

呼
ぶ
。
本
業
を
通
じ
て
社
会
的
課

題
解
決
を
目
指
す
企
業
は
、
そ
の

取
り
組
み
の
持
続
性
や
成
長
性
が

期
待
で
き
る
。
こ
う
し
た
観
点
に

着
目
し
た
の
が
同
フ
ァ
ン
ド
だ
。

　
現
在
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
①
平

【図2】ポジティブ・チェンジと全世界株式の推移　

出所：Datastreamのデータを基に三菱UFJ国際投信作成 　※市場全体の値動きを示すために、全世界株式（MSCI オール・カントリー・ワールド イ
ンデックス（税引き前配当込み・円換算））を使用。MSCI オール・カントリー・ワールド インデックスに対する著作権およびその他知的財産権はすべて
MSCI Inc.に帰属します。当ファンドのベンチマークではありません。基準価額は、1万口当たり、運用管理費用（信託報酬）控除後の値。上記は、過去の

等
な
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現
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③
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④
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困
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い
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4
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パ
ク
ト
テ
ー
マ
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し
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厳
選
さ
れ
た
世
界
の
30
銘
柄

に
投
資
し
て
い
る（
2
0
1
9

年
12
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時
点
）。「
投
資
先
企

業
等
が
も
た
ら
す
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
影
響
を
E
S
G
専
門
の

ア
ナ
リ
ス
ト
等
が
分
析
し
、

年
に
1
度
発
行
さ
れ
る『
イ

ン
パ
ク
ト
・
レ
ポ
ー
ト
』
を

通
じ
、
具
体
的
な
数
字
を
用

い
て
定
量
的
に
説
明
し
て
い

ま
す
」

【投資リスク】基準価額の変動要因：基準価額は、株式市場の
相場変動による組入株式の価格変動、為替相場の変動等により
上下します。また、組入有価証券等の発行者等の経営・財務状
況の変化およびそれらに関する外部評価の影響を受けます。こ
れらの運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみな
さまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が
保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被
り、投資元本を割り込むことがあります。投資信託は預貯金と異
なります。主な変動要因は、価格変動リスク、為替変動リスク、信
用リスク、流動性リスク、カントリー・リスクです。上記は主なリス
クであり、これらに限定されるものではありません。くわしくは、
投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。【ファンドの
費用】[お客さまが直接的に負担する費用] 購入時手数料：購入
価額に対して、上限3.30％（税抜 3.00％）信託財産留保額：あ
りません。[お客さまが信託財産で間接的に負担する費用]運用
管理費用（信託報酬）：ファンドの純資産総額に対して、年率
1.5180％程度（税抜 年率1.3850％程度）※ファンドの信託報
酬率と、投資対象とする投資信託証券の信託（管理）報酬率を
合わせた実質的な信託報酬率です。その他の費用・手数料：監
査費用、売買委託手数料、投資信託証券における諸費用および
税金等、外国での資産の保管に要する費用、その他信託事務に
かかる諸費用等を信託財産からご負担いただきます。これらの
費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あらか
じめ金額または上限額等を記載することはできません。
※上記の費用（手数料等）については、保有金額または保有期
間等により異なるため、あらかじめ合計額等を記載することはで
きません。 ※当広告は、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。投資信託をご購入の際は、販売会社よりお渡しする最新の投
資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自
身でご判断下さい。投資信託は預金等や保険契約とは異なり、
預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。販売会社が登録金融機関の場合、投資者保護基金に加
入しておりません。投資信託は、販売会社がお申込みの取扱い
を行い委託会社が運用を行います。（2020年2月）

三菱UFJ国際投信
商品マーケティング部門
常務執行役員

駿河秀樹氏

0120-151034

【図1】『ポジティブ・チェンジ』がもたらしたインパクトの一例

※『ポジティブ・チェンジ インパクト・
レポートサマリー2019』より抜粋

実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、税金・手数料等を考慮しておりません。計測期間が異なる場合は結果も異なる点
にご注意ください。
＊ 当広告では、ベイリー・ギフォード・インベストメント・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッドをベイリー・ギフォード社と言います。
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基準価額

全世界株式
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商号：三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 
 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第404号
加入協会： 一般社団法人投資信託協会
　　　　  一般社団法人日本投資顧問業協会

徹
底
し
た
取
材
を
重
ね
て
銘
柄
を

選
定
す
る
。

「
社
会
的
課
題
の
解
決
は
、
半
年
、

1
年
と
い
う
短
期
間
で
達
成
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
長
期
投
資
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
点
で
同
社
の
運
用
哲
学

と
も
親
和
性
が
高
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
同
フ
ァ
ン
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
堅
調
に
推
移
し
て
き
た【
図

2
】。
企
業
成
長
の
リ
タ
ー
ン
を
享

受
し
な
が
ら
、
社
会
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
変
え
て
い
く
。
ま
さ
に
人
生

の
成
熟
期
に
ふ
さ
わ
し
い
商
品
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

「
当
フ
ァ
ン
ド
は
、
社
会
の
た
め

に
行
動
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ま
の

〝
思
い
〞
の
受
け
皿
で
す
。
よ
り
良

い
未
来
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

お客さま専用フリーダイヤル

ポジティブ・チェンジの
詳細はこちら▶

（受付時間／営業日の9：00～17：00）

疾病予防に貢献

銘柄：ディスカバリー

約900万人

2018年のロンドン
総人口と同程度

銘柄：エコラボ/ユミコア 等

廃棄物を節約

54万8000トン

英国の55万世帯1年分の
廃棄物

読者年齢 読者の貯蓄・投資額

NA
17%

500万円未満 
11.2% 500万〜

1,000万円未満 
5.8%

1,000万〜
1,500万円
未満 5.8%

1,500万〜
3,000万円未満 
18.9%

3,000万〜3,000万〜
5,000万円未満5,000万円未満  
17.517.5%%

5,000万〜
1億円未満 
14.1%

1億円以上 1億円以上 
9.79.7%%

〜29歳 4.2%
30〜39歳 5.6%

40〜49歳 
13.0%

50〜59歳 
28.0%

60歳以上 
49.2%

学歴 職業

高卒 
15%

その他 2.9%

大学卒
67.5%

専門学校卒	
3.4%

会長·社長
14.5%

会社役員クラス会社役員クラス
17.917.9%%

支店長 
支部長
クラス
5%

部長・次長部長・次長
クラスクラス
29.629.6%%

その他

33%

大学院卒 11.2%

会長・社長経験者が14.5%。役員以上の経験者は3割以上。
9.7％が資産額1億円以上の超富裕層にご愛読いただいています。文藝春秋の読者像 ※ビデオリサーチ MAGASCENE/ex 

2015年より（貯蓄・投資額のみ 2016年3
月号「金融・相続特集」読者アンケートより）

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
元
年
は

東
京
五
輪
を
契
機
に
幕
開
け

日
本
に
お
け
る
S
D
G
s
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
笹
谷
秀
光
さ
ん
に
、

S
D
G
s
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
向
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

SDGs（持続可能な開発目標）がいま、世界の潮
流になりつつある。貧困の撲滅や子供の教育、環
境保全などの17のゴールに向けて、各国が取り
組みを進めている。日本でどんな動きが起きてい
るのかを紹介していく。

―
―
な
ぜ
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

笹
谷

　S
D
G
s
と
は
単
な
る
慈

善
活
動
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
の「
羅
針
盤
」
で

す
。
先
進
国
・
新
興
国
の
間
に
あ

る
利
害
関
係
を
超
え
て
、
国
連
加

盟
国
1
9
3
カ
国
が
S
D
G
s
で

示
し
た
2
0
3
0
年
ま
で
の
行
動

目
標
に
合
意
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
、
食
糧
危
機
や
環
境
悪

化
、
貧
富
の
差
の
拡
大
な
ど
へ
の

世
界
の
危
機
感
は
強
く
、
そ
の
解

決
の
重
要
性
は
共
通
認
識
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
そ

の
行
動
が
経
済
性
を
備
え
、
技
術

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た

解
決
を
目
指
し
て
い
る
点
で
す
。

　
こ
の
流
れ
に
い
ち
早
く
行
動
を

起
こ
し
た
の
は
欧
米
企
業
で
す
。

す
ば
や
く
S
D
G
s
の
行
動
ポ
リ

シ
ー
を
示
し
て
、
具
体
的
な
活
動

計
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
重
要
性

を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

笹
谷

　S
D
G
ｓ
で
掲
げ
ら
れ
た

社
会
的
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
世
界
中
で
需

要
が
あ
り
ま
す
。
先
行
す
る
多
国

籍
企
業
は
、
S
D
G
ｓ
に
関
連
す

る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
新

た
な
市
場
で
の
地
位
を
確
立
す
る

好
機
と
理
解
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
金
融
の
世
界
で
は
す
で
に
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環
境
や
社
会
問
題
、
企
業
統
治
な

ど
を
考
慮
し
た「
E
S
G
投
資
」

を
、
投
資
基
準
に
用
い
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
世
界
最
大
規

模
の
機
関
投
資
家
で
あ
る
年
金
積

立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人

（
G
P
I
F
）
も
E
S
G
投
資
を
採

用
し
、
そ
の
割
合
を
増
や
し
て
お

り
、
経
済
的
リ
タ
ー
ン
と
社
会
や

環
境
へ
の
好
影
響
を
生
み
出
す
こ

と
を
意
図
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

な
ど
も
今
後
拡
大
し
て
い
く
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
世
界
的
に
グ
リ
ー

ン
債
や
S
D
G
s
債
な
ど
の
発
行

も
進
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

S
D
G
s
は
企
業
の
成
長
可
能
性

を
左
右
す
る
の
み
な

ら
ず
、
株
価
や
資
金

調
達
に
お
い
て
も
重

要
な
要
素
に
な
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

―
―
日
本
の
動
き
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

笹
谷

　日
本
で
も
大

手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

や
ゼ
ネ
コ
ン
、
イ
ン
フ

ラ
企
業
な
ど
は
相
次

い
で
S
D
G
s
経
営

へ
と
切
り
替
え
て
い

ま
す
。
特
に
2
0
2
0

年
以
降
は
、
一
気
に
S
D
G
s
化

が
進
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の

要
因
が
、
夏
に
控
え
た
2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
本
大
会
は

S
D
G
s
へ
の
推
進
協
力
に
合
意

し
て
お
り
、
資
材
や
食
品
の
調
達
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
あ
り
方
な
ど

に
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
例
え

ば
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の

鉱
物
は
紛
争
地
域
か

ら
調
達
し
た
も
の
を

使
用
し
な
い
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。
実

現
に
は
大
変
な
努
力

が
必
要
で
す
が
、
五

輪
の
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
い

く
は
ず
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
消
費

者
一
人
ひ
と
り
が
持

続
可
能
性
と
い
う
視

点
で
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
選
び
取
っ
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
日
々
の
消

耗
品
や
日
用
品
の
み
な
ら
ず
、
金

融
商
品
や
住
宅
、
自
動
車
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
S
D
G
s
の

視
点
を
も
っ
た
製
品
、
サ
ー
ビ
ス

が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
選
択
肢
が

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代

は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
グ
ッ
ド
」
の
価

値
観
が
強
い
。
持
続
可
能
性
を
意

識
す
る
こ
と
は
時
代
の
先
を
見
通

す
う
え
で
も
不
可
欠
で
す
。

　
も
と
も
と
日
本
に
は
近
江
商

人
の「
自
分
良
し
、
相
手
良
し
、

世
間
良
し
」
と
い
う
三
方
良
し
の

精
神
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

S
D
G
s
と
非
常
に
親
和
性
が
高

い
も
の
で
す
。
一
方
で
日
本
は
謙

虚
を
美
徳
と
し
、
自
ら
発
信
す
る

の
が
と
て
も
苦
手
。
S
D
G
s
は

「
透
明
性
と
説
明
責
任
」
を
重
視
し

て
お
り
、
自
ら
が
実
践
し
て
い
る

こ
と
を
発
信
し
て
共
感
を
広
げ
て

い
く
姿
勢
は
非
常
に
重
要
で
す
。

間
近
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
を
足
が
か
り
に
、
胸
を
張
っ

て
、
日
本
の
取
り
組
み
を
世
界
に

示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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経験を生かし、企業のCSRや
SDGｓ経営を支援する。著作に

『Q&A SDGs経営』（日本経済
新聞出版社）
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